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［１］発端

O 日本数学会の会員向け通信誌「数学通信」
(2010年2月)に、大阪市大・河内明夫先生による
結び目と心理系の記事が掲載された。

O そこでは、性格検査の結果をもとに、いろいろな
性格を結び目と対応させて、結び目の理論を心
理系に応用しようとしていた。

O 高専生について独自に調べた性格検査と創造性
検査の結果が手元にあったので、結び目との関
連性を調べると、結び目特性数と創造性との間
に、ちょっとした関連性が見られた・・・



［２］「数学通信」の概要

O 河内明夫：「結び目理論の科学への応用～
プリオン分子モデルとこころのモデルを中心
として」2010年2月（第14巻第4号)

O 「人間関係のもつれ」「こころが繋がる」等
→「 こころ」を「むすび目」で表現できるか？

O まず、「こころ」を性格検査で数値化する。

O 「こころ」の状態を、自己交差点を持つ結び目
と対応させる。複数名のこころの状態は絡み
目と対応させる。そして、それらの分離可能
性を考える。



［３］主要五因子性格検査

O 人間の性格を、五つの特性で記述する。
1 Extraversion（外向性・内向性）
2 Neuroticism（神経症傾向、情緒不安性）

3 Openness to Experience（開放性、知性）

4 Agreeableness（調和性、協調性）

5 Conscentiousness（勤勉性、誠実性）

O この特性を調べる検査がある。 70項目の質
問から5つの特性が標準得点化される。
「主要五因子性格検査」(学芸図書)。



O Extraversion（外向性・内向性）
元気・活発・積極的、おとなしい・地味・無口

O Neuroticism（神経症傾向、情緒不安性）
神経質ではない、心配性・イライラする

O Openness to Experience（開放性、知性）
本質が見抜ける・洗練された考え、
分析は苦手・難しいと頭が混乱

O Agreeableness（調和性、協調性）
親切・思いやりある、非協力・信用できない

O Conscentiousness（勤勉性、誠実性）
計画的・精力的、怠惰・中途半端・飽きる

[3.1] ５つの性格特性



0% 20% 40% 60% 80% 100%

C: 勤勉性・誠実性

A: 協調性・調和性

O: 知性・経験への解放

N: 神経症的傾向

E: 外向性・内向性

40以下 41～59 60以上

高専1年生162名（平成１9年度）

[3.2] 性格特性の偏差値分布



［４］S-A創造性検査
O 出版元は、東京心理(株)。→ サクセス・ベル

O 創造性に関わる活動領域を、
「応用力」「生産力」「空想力」の３領域で検査。

O 各活動領域について、
「思考の早さ」「思考の広さ」
「思考の独自さ」「思考の深さ」
の４つの思考特性を評価する。

O 理科的思考に関する創造性の検査であり、
文化・芸術に関する創造性は含んでいない。



[4.1] ３つの活動領域
O 応用力

本来の用途以外の使い途を上げさせ，物につ
いて多面的に考える能力をみようとする。

O 生産力

より望ましい改良案を考えさせ、多様な目的や
用途に適応させる思考力をみようとする。

O 空想力

現実に起こりそうもない事態が起こったとき，ど
のようなことが生ずるかを空想させる。



[4.2]４つの思考特性
O 思考の速さ（流暢性）：
時間内にどれだけ速く考えられるか量的に捉える。

O 思考の広さ（柔軟性）：

同じ見方ではなく，あらゆる角度から検討を加えていく
思考特性をみる。

O 思考の独自さ（独自性）：

多くの人が考えつかない非凡な考えを生み出す思考
力を表す特性をみる。

O 思考の深さ（具体性）：

解答がどれだけ条件設定や手段などを具体的に表現
しているかを見る。



[4.3] 検査問題の例（A版）
O 応用力：

新聞紙は、読むこと以外にどんな使いみちがあ
るでしょうか。

O 生産力：
どのようなテレビがあったらよいか夢をできるだ

けたくさん書いてください。
O 空想力：

この世から、ネズミが一匹もいなくなったら、どん
なことが起こると思いますか。

(注1) A版とC版があり、平成19年度入学生について、
1年次にC版、3年次にA版で調査した。標準化される
ので比較可能である。

(注２) 例を公開することは、出版元の許可を得ている。



[4.4]活動領域別の創造性段階点

3

4

5

6

応用力 生産力 空想力
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偏差値
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(平成19年度高専入学生の1年次と3年次の調査)



[4.5] 思考特性別の創造性段階点
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速さ 広さ 独自さ 深さ

1年
3年

(平成19年度高専入学生の1年と3年次の調査)



[4.6] 創造性偏差値の変化

3年
1年

下層 中層 上層 計

下層 16 20 0 36

中層 17 58 13 88

上層 0 13 19 32

計 33 91 32 156



[4.7] 創造性と性格特性偏差値

30

40

50

60

外向性 神経症 知性 協調性 勤勉性

下層(16名) 中層(58名) 上層(19名)

(平成19年度高専入学生1年次の調査)



[4.8] 創造性偏差値(３年)と
各科目の成績との相関係数
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[4.9] 実験・実習の評価点と
創造性偏差値との相関係数

-0.15

-0.05

0.05

0.15

0.25

0.35

機械設計 電気情報 工学実験 工作実習 物理化学 有機化学

(平成19年度高専入学生が3年次の調査)



[4.10] 応物レポートの考察点別
にみた創造性偏差値の平均

45

50

55

普通(128名) 良(14名) 優(15名)

(平成19年度高専入学生が3年次の調査)



[4.11] グラフアートの提出状況別
にみた創造性偏差値の平均

46

48

50

52

未提出(46名) 普通(59名) 良い(52名)

(平成19年度高専入学生が3年次の調査)



［５］こころのモデルと結び目

(以下は、「数学通信」の記事をもとに構成)
O 「こころ」を結び目と対応させる。

O 結び目の型を「人格」として考える。

O 自明な結び目は「素直な性格のこころ」

O 自明でない結び目は「ひねくれた性格のここ
ろ」として考える。

O 結び目の交差交換を、「こころ変り」

O 「人格」が変わる心変わりを、「こころの屈折」
として考える。



[5.1] 複数名のこころの絡み目
O 複数名の心的関係を、「こころの絡み目」とし
て捉える。

O 2つの絡み目成分KとＬとが「分離可能」とは、
交差しない位置にまで移動できること。

O ＫがＬから「自己救済可能」とは、Ｋの何回か
の「こころ変わり」によって、ＫとＬとが分離可
能になること。

O n人の絡み目の「自己救済関係」とは、結び

目成分の全単射により一致するものを無視し
たときの「こころの絡み目」をいう。



[5.2] 主要五因子による性格と結び目

O 各変数の定義：
IE(外向・内向)、N(神経症)、O(知性)、
A(協調性)、C(勤勉性)

O 性格検査の結果は偏差値で返され、
40以下はー、60以上は＋の符号がつく。

O 各変数は、ー1 か 0 の値を取るものとする。

O n 歳時点の本人の状況をIＥn 等で、父親の状
況をIＥf 等で、母親の状況をIＥm 等で、そして
両親の状況を IＥp＝IＥf＋IＥm 等で表す。



[5.3] 整数 a と b の定義

O n 歳時点の本人の状況を下記で定義
（外向・内向） ＩＥ[n]＝ＩＥp＋Σ ＩＥｉ (i=1..n)
（神経症傾向） N[n]＝Ｎp＋Σ Ｎｉ

（精神状態） OAC[n]＝(Op+Ap+Cp)
psychoticism                    +Σ (Oi + Ai +Ci)

O 以上をもとに、
a＝ＩＥ[n]＋Ｎ[n]、 ｂ＝OAC[n]

と定め、こころの状態を、|ａ|＋２|ｂ| 交差点
を持つ結び目 Ｍn=Ｍn(a, ｂ) と対応させる。



[5.4] こころの絡み目
O 2橋結び目の分類理論から、次のことが明ら
かである、とされる。
・素直な性格のこころの結び目であるのは
ａ＝0、ｂ＝０ のときである。

・ひねくれた性格のこころの結び目Mn(a, b) と
Mm(c, d) とが同じ人格を持つための条件は
(a, b)=(c,d) となることである。

O 同様にして、 n人のこころの絡み目も考える。

O 分離不能な2人のこころの絡み目は3種類、3
人の場合は30種類に分類される。



[5.5] |ａ|+２|ｂ|別に見た創造性

40
42
44
46
48
50
52
54

0 (56名) 1 (27名) 2 (29名) 3 (34名) 4 (10名)

創造性偏差値（3年）

1年次と3年次の主要五因子性格検査のデータをもとに計算した。



[5.6] |ａ|＋２|ｂ|別にみた性格

20
25
30
35
40
45
50
55
60

外向性 神経症 知性 協調性 勤勉性

0と1 2と3 4



[5.7] |ａ|＋２|ｂ|別にみた
各科目(３年)の成績

50

55

60

65

70

75

80

総合英語 微分積分 応用物理

0と1 2と3 4

（いずれも、学年全体を同一教員が授業）



[5.8] |ａ|＋２|ｂ|別にみた
数学への意識のあり方

4
6
8

10
12
14
16
18

興味関心 動機付け 数学不安 自己概念

0と1 2と3 4

2003PISA調査の質問項目を利用して調査した



[5.9] |ａ|＋２|ｂ|＝４の特徴

O 10名中8名は協調性と勤勉性に「ー」有り。

O 主要五因子性格検査ハンドブックによれば、
この2つの性格が「－」の特徴は、

「わがままで、ひとりよがりの傾向が目立ちま

す。他人には思いやりがなく、疑い深く、不作法
で、自分のことを真っ先に考えます。気が早く、
向こう見ずで、地位や特権を乱用したり、仲間
を裏切ることをしがちです。

（以下、省略）」



［６］まとめ

O S-A創造性検査による「創造性」は、
・ 1年次と3年次を比較すると、応用力・生産
力が増加している[4.4]。

・ 思考特性をみると、3年次で思考の深さが
大きく増加している[4.5]。
（高専での実験レポートの考察の書き方
を強く指導されてきたからと思われる)

・ 座学の成績との関連は薄いが[4.8]、一部
の実験・実習と関連性が見られる[4.9]。



・ 関連性が見られた工作実習と有機化学の
実験は､いずれも緊張感を欠くと大事故に
繋がる可能性がある。（実験担当者談)

・ 応物実験レポートの考察点が優れている
者の創造性偏差値は高い[4.10]。

・ グラフアート未提出者の創造性偏差値は
低い[4.11]。

O 主要五因子性格検査によると、
・ 創造性偏差値の高い者は、外向性や勤勉
性の偏差値も高い傾向がある[4.7]。

O 結び目の交差点 |a|+2|b| の値を、1年次と3年次の
検査データをもとに計算すると、この値が高いほど
創造性偏差値が低い傾向が見られる[5.5]。



O 結び目の交差点 |ａ|＋2|ｂ| が高い者は、
・ 座学の成績も、低い傾向が見られる[5.7]。
・ 数学に対する意識も低い傾向にあり、

特に、数学不安が強い ［5.8］。
・ 性格特性をみると、特に協調性と勤勉性が低い[5.6]。

O 以上より、主要五因子性格検査により、
結び目の交差点|a|+2|b|の値を計算してみると、
・ この数の大小と成績や創造性との間にはある程度
の関連性が見られた。

・ 継続的に調査すれば、「心変わり」のようなもの
も捉えうるかもしれない。

この発表の一部は、平成19年度～21年度科学研究費補助金・基盤研究（Ｃ）
課題番号19500769 の支援を受けている。



参考文献

O S-A創造性検査（サクセス・ベル）
http://www.saccess55.co.jp/untitled444.html

O 主要五因子性格検査（サクセス・ベル）
http://www.saccess55.co.jp/company/detail/5insi_com.html

O 村上宣寛・村上千恵子：主要五因子性格検
査の世代別標準化
性格心理学研究，第8巻第1号，32—42，1999

O 河内明夫：結び目理論の科学への応用
http://mathsoc.jp/publication/tushin/1404/1404kawauchi.pdf

http://www.saccess55.co.jp/untitled444.html
http://www.saccess55.co.jp/company/detail/5insi_com.html
http://mathsoc.jp/publication/tushin/1404/1404kawauchi.pdf

	     結び目＋性格�                 ＋創造性＝？
	目次
	［１］発端
	［２］「数学通信」の概要
	［３］主要五因子性格検査
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	［４］S-A創造性検査
	[4.1] ３つの活動領域
	[4.2]４つの思考特性
	[4.3] 検査問題の例（A版）
	[4.4]活動領域別の創造性段階点
	[4.5] 思考特性別の創造性段階点
	[4.6] 創造性偏差値の変化
	[4.7] 創造性と性格特性偏差値
	[4.8] 創造性偏差値(３年)と�各科目の成績との相関係数
	[4.9] 実験・実習の評価点と�創造性偏差値との相関係数
	[4.10] 応物レポートの考察点別�にみた創造性偏差値の平均
	[4.11] グラフアートの提出状況別�にみた創造性偏差値の平均
	［５］こころのモデルと結び目
	[5.1] 複数名のこころの絡み目
	[5.2] 主要五因子による性格と結び目
	[5.3] 整数 a と b の定義
	[5.4] こころの絡み目
	[5.5] |ａ|+２|ｂ|別に見た創造性
	[5.6] |ａ|＋２|ｂ|別にみた性格
	[5.7] |ａ|＋２|ｂ|別にみた�各科目(３年)の成績
	[5.8] |ａ|＋２|ｂ|別にみた�数学への意識のあり方
	[5.9] |ａ|＋２|ｂ|＝４の特徴
	［６］まとめ
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	参考文献

